
応力度の算出

M
σ c =

学・倍―封十n・ As・
(X~d)・ (h/2-d)

X

ここに、

X

h

b

d

As

n

e

σ C

4.2照査位置 [2]の設計

付け根からの距離=0.350皿

σs:鉄筋の引張応力度 (V■L吼2)

M :曲 げモーメント(N.■ lln)

d一 x
os = n・ (,c・ ―

~~~
X

2

:ヨ ンクリー トの圧縮縁から中立軸までの距離 (llu11)

:部材断面の高さ(H」Il),h=700.Ooo
:部材断面幅 (樋阻l),b=1000.000.
:部材の有効高 (Hul)

:引 張側鉄筋の全断面積 (忠ullり

:鉄筋とコンクリー トのヤング係数比,n=15,00
:部材断面の図心軸から軸方向力の作用点までの距離 (mml

iコ ンクリー トの曲げ圧縮応力度 (N/mm2)

1
|

:

l

l

i

l

l

l

一
中

Ｉ

‐

‐

‐

‐

，

，

‐

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

[単位 :mm]

荷重状態 (水 位 ) M
(kN. m)

X
(cm)

圧縮応力度 (N/mぱ ) 引張応力度(N/耐 )

計算値   許容値 計算値   許容値
常時 46.344 10.724 1 559  <    8.000 105.261  ≦   180.000

地震時 99.056 10,724 3.332 ≦  12.000 224,987  ≦   270.00(l

71



4.2.1水位を考慮しないプロックデータ

重心位置 XG=Σ (Vi,Xl)/Σ Vi=3.005/2.051=1.465(ml

4,2.2躯体自重,土砂重量,任意荷重,浮力 (揚圧力)による鉛直カ

(1)自 重による作用力

[1]常時、地震時

位 置
鉛直力
V γ
耐
V

作用位置
X
(皿 l

躯体 24.500 ×  2.051 ==     50.250 1.465

4.2.3地盤反力

鉛直力

(1)躯体自重

1)プロック割り

2)自 重・重心

作用位置

ここに

ql

q2

L

N=;鯨 キの 軋

x= 2・ 壁
1+Ч2.L

3・ (ql+q2)

つま先版前面位置の地盤反力度 (kN/m2)

つま先版設計位置の地盤反力度 (kN/m2)

地盤反力作用幅 (m)

区
分

計算式
幅 X高 さ X奥行

体積
Vi
(∬)

重心位置
Xi
(血l

Vi o Xi 備考

1 2.930)( 0.700)(  1.000 2.051 1.465 3.005

Σ 2r051 3.005
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[1]常時

[2]地震時

4.2,4断面力の集計

[1]常時

I

1_

ф
ω
０

∞
【
ヽ

1

tti」

地盤反力度 (kN/ぜ )
作用幅
L(m)

鉛直力
N(kN)

作用位置
X(m)ql q2

11.814 49 993 2.930 -90.548 1.163

地盤反力度 (ぶ|《)
作用幅
L(m)

鉛直力
N(kN)

作用位置
X(m)ql q2

41,732 36.982 2.930 -115 317 1.494

1 944
0

項  目 Nl

(kN)

Xl

(m)

M=NI・ Xl
(kN.m)

自  重 -50.250 1,465 -73.616

地盤反力 90.548 1.163 105,339

73



項 目
Ｎ
ｉ
鰤

・
０

M 〓Ｎ
鰤 m)

合  計 40.298 31,723

[2]地震時

4.25断面計算 (許容応力度法)
(1)せん断応力度の照査

中‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
コ一

Aハ 八ハハ
| | | 1 1
, I I 1 1
1 1 1 1 1
1 1 1 1 1

a >2.5dの 惨
'モ

半 Sh=S―
ギ
ltanθ

a≦ 2.5dの場合 Sh=S

ヽ

Ｓ

ｄ

ｄ

ｂ

Ｓ

Ｍ

θ

ａ

こここ

部材断面の有効高の変化の影響を考慮したせん断力 (N)

フーチングの有効高で、柱あるいは壁前面及び背面の位置で求める (■Hl)

部材断面の有効高 (Hun)

部材断面幅 (1」 Il)

部材断面に作用するせん断力 (N)

部材断面に作用する曲げモーメント(N,l皿 1)

フーチング上面と水平面のなす角度, θ =0000,tan θ =0.000
せん断スパン (Hl“1)

項  目
NI

(kN)

Xi

(皿l

M=Ni・ Xl
(kN.m)

自  重 -50.250 1 465 -73 イi16

地盤反力 115 317 1.494 172.337

合  計 65 067 98.721

荷重状態 (水 位 )
有効高
d'

(cm)

せん断スパン
2.5・ d

(cml

S

(kN)

M
(kN ml

M/d' ・tan θ
Sh

(kN)

常時 59,000 147 500  >    91 140 40.298 46.344 0 000 40,298

地震時 59.000 147.500  ≦   170 630 65.067 99 056 0.000 65,067
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Sh
Tn=b・

d'

ここに、

τn:コ ンクリー トの平均せん断応力度 (N/mm2)
Sh :作用せん断力 (N)
d :フーチングの有効高で、柱あるいは壁前面及び背面の位置で求める (llttl)
d' :部材断面の有効高 (■11)
b :部材断面幅 (mm)
S :部材断面に作用するせん断力 (N)
τЫ:割増しされた許容せん断応力度 (N/mm2)

τ al == Ce・ Cpt・ Cdc・  τ at'

ここに、

τn'Iコ ンクリー トのみでせん断力を負担する場合の許容せん断応力度 (N/血2)

Ce :部材断面の有効高に関する補正係数
Cpt:引張主鉄筋比Ptに関する補正係数
Cdc:せん断スパン比に関する補正係数

≦ t al

荷重状態 (水 位 ) せん断力
Sh(kN)

有効高
d'(cttl

せん断応力度(N/縦 ) 補正係数

計算値 τ 許容値 τ。1 許容値 τ翻 Ce Cpt Cdc

常時 40.298 59 000 0.068 こ≦    0.528      11700 1.23 0,77 2 42

地震時 65,067 59,000 0.110 こ≦    0,332      2.550 1,23 0.77 1,00
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構造計算

Ⅲ-2埋立地貯留堰堤右岸側 L型擁壁 (H=3.2m)

77



1章 設計条件

1,1適用基準

(社)日本道鴎協会、道路土工 擁壁工指針 平成24年7月

1.2形式

『逆L型―B(直接基礎)』

1.3形状寸法

３

Ｎ
φ

ｅ

Ｎ

昌

尋

Ｎ

畠

[単位 :mm]

奥行方向幅 (ブロック長)B=10000(llull)

1.4地盤条件
地震規模

地域区分

地盤種別

レベル 2

【コンクリート】

A

I種

1.5使用材料

竪壁 (鉄筋コンクリー ト)

底版 (鉄筋コンクリー ト)

ｋ

　

ｋ

一一　
〓

24(N/mm2)

24  (N/mm2)

SD345【鉄   筋】 種 類
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【土   質】

【内部摩擦角 】

【単位体積重量】

【設計水平震度】 躯   体
上砂 (前面)

(背面)

砂および砂れき

砂および砂れき

砂れき

28.60(度 )

28.60(度 )

(kN/ma)

土

土

盤

め

し

地

込

戻

持

裏

埋

支

砂

砂

上

土

面

面

背

前

1.6土砂
(1)背面上砂形状

(2)前面土砂形状

[1]常時,地震時

8

Kh =
Kh =

Kh =

0.20

0.20

0.20

― J

擁壁天端と地表面始点のレベル差 (m) 0.500

土圧を考慮しない高さHr (血 ) 0,000

躯 体 鉄筋コンクリー ト 24.500

水 浮力算出用 10.000

土  砂 湿潤重量 飽和重量

背  面 15.800 16.800

前  面 15 800 16.800

HF=1.163
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高 さ
安定計算

召裏勢憾
鉛直力 水平力

1.163 無 視 無 視 無 視

1.7任意荷重

考慮しない

1.8土圧
土圧式 :試行くさび

・土圧の作用面の壁面摩擦角 (度 )

荷 重
状 態

主働土圧
受働土圧

安定計算時 断面計算時 切 土

常時上圧 19.067 19 067 0 000

地震時土圧 14,300 14.300 0 000

・安定計算時の土圧の仮想背面は、竪壁背面

・安定計算時の上圧作用面が鉛直面となす角度  0.000(度 )

・竪壁設計時の土圧作用面が鉛直面となす角度  0,000(度 )

・受働土圧

荷 重
状 態 作用高さ 有効率

常時 1 163 0.500

地震時 1 163 0.500

・粘着力 (kN/♂ )

。地震動の方向と異なる土圧の扱い

扱 い 有効率

安定計算
常時土圧

0.500

竪壁設計 0 500

瞑轟 すべり面用 粘着高さ用 受働土圧用

常 時 0.000 0.000 0.000

地震時 0 000 0.000 0 000
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1,9荷重組み合わせケ=ス
No 荷重名称 コメント

1 常時 常時

2 地震時 地震時

荷重名称 1 2

土 砂 土砂 1 O ○

載荷荷重 載荷荷重1

主働土圧 考慮しない

常時土圧 O

地震時土圧 ○

受働土圧 受働土圧1 ○ ○

1.10基礎の条件

110.1許容せん断抵抗算出用データ

照査に用いる底版幅 有効載荷幅

基礎底面と地盤との間の付着力 CB lkN/ぜ ) 0.000

基礎底面と地盤との間の摩擦係数tan φB 0.600

1,11安定計算の許容値及び部材の許容応力度

1.11.1安定計算の許容値

荷 重
状 態

許容偏心量
eB/B
(m)

滑動安全率
許容
支持力度
(kN/mを )

常時 1/6 1 500 400.000

地震時 1/3 1.200 600.000

ここに、

B :基礎幅 (m)
eB :荷重の偏心量 (m),ただし、eB=ヽlB/v

MB :基礎底面に作用するモーメント(kN.m)
V :基礎底面に作用する鉛直荷重 (kNl

1.11.2部材の許容応力度

(1)鉄筋コンクリー ト部材

1)竪壁 (一般部材 )
(N/■lln2)

荷 重
状 態

割増
係数

コンクリー ト
の圧縮応力度
σ oJ

鉄筋の
引張応力度
σ oJ

せん断
応力度

τJ:    τど2

常時 1 00 8.000 180,000 0.230 1.700

地震時 1 50 12,000 270.000 0.350 2.550
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2)底版 (一般部材)
(N/mm2)

模羅
割
'曽係数

ヨンタリート
の圧縮応力度
σ。こ

引畢覇ξ男度
σ ,`

せん断
応力度
τn    t a2

常時 1,00 8,000 180.000 0.230 1,700

地震時 1.50 12.000 270.000 0.350 2.550

ここに、

t al

t a2

コンクリ…卜のみでせん断力を負担する場合のせん断応力度

斜引張鉄筋と協同して負担する場合のせん断応力度
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2章 安定計算

2.l水位を考慮しないブロックデータ

(1)躯体自重

1)ブロック割り

2)自 重・重心

2

3

区
分

計算式
幅 × 高さ × 奥行

体積
Vi(ぱ )

重心位置 l血 )
Vi t Xi Vi・ Yi 備考

Xi Yi

1

2
3

1/2×  0,135×  2.700
0.500〉く 2.700
2.200〉く 0。 500

×

X
×

000
000
000

0.182
1.350
1.100

1.655
1.950
1.100

1.

1.

0.

400
850
260

0.302
2.633
1.210

0,

2.

0.

255
498
275

Σ 2 632 4.144 3.028

心位置重
／

／

Ｘ

Ｙ

Ｖ

　

Ｖ

Σ

Σ

一一　

〓

Ｇ

Ｇ

Ｘ

Ｙ

Σ Vi=
Σ Vi =

4.144/

3.028//

2.632 =

2.632 =

1.574 (m)

1.150(ml

)

2.2躯体自重,土砂重量,任意荷重,浮力 (揚圧力)に よる鉛直力、水平カ
(1)自 重による作用カ

[1]常時

位 置
鉛直力
V γ
劇
V

作用位置
X
(m)

躯  体 24.500 ×   2.632 =   64.491 1.574

[2]地震時

位 置
鉛直力
V=γ ・ V
(kN)

作用位置
Ｘ

ｍ

躯  体 24.500 ×   2.632 ==   64,491 1.574

位 置
水平力
H = V ・ kh
(kN)

作用位置
Ｖ
ｉ
血

躯  体 64 491 ×   0 20 12.898 1.150
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(2)自重集計

[1]常時

[2」地震時

2.3土圧・水圧

α

δ

[1]常時

土圧は試行くさび法により求める。

仮想背面の位置 (つま先からの距離)

仮想背面の高さ

土圧作用面が鉛直面となす角度

背面土砂の単位体積重量

背面土砂の内部摩擦角

壁面摩擦角

すべり角の変化範囲

φ
R

ωP

xp=
yp=

H=

α =

γS=

φ =

δ =2/3φ 三

ωエー

2.200

0.000

2.700

0.000

15.800

23.600

19.067

10.00

m

Hl

kN/m3

80,00 
°

すべり角 (の )に対する土砂重量(W),土圧力 (P)

水位 hv=0.000m

重 量
N主

(kN)

水平力
Hi

(kNl

作用位置 (m) モーメント(kN.皿 l

Xi Yi Ni・ Xi Hi・ Yi

躯  体 64,491 0,000 1.574 0.000 101.533 0,000

合  計 64.491 0.000 101.533 0.000

重 量
Ni
(kN)

水平力
Hi

(kNl

作用位置 (m) モーメント(kN.ml

Xi Y主 Ni・ Xi Hi・ Y主

躯  体 64 491 12.898 1 574 1.150 101.533 14.836

合  計 64.491 12.898 101 533 14,836

すべり角
の (° )

土砂重量 W(kN) 土圧力
P(kN)

水位以上 水位以下 上載荷重 合計

55 16 40.091 0,000 0 000 40,091 18 078

55.17 40,077 0.000 0.000 40.077 18.079
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すべり角
ω (° )

土砂重量 W(kN)
土圧力
P(kNl水位以上 水位以下 上載荷重 合計

55。 18 40.062 0.000 0.000 40.062 18.079

すべり角 (ω )に封する土砂重量 (W),土圧力 (P)
水位 hw=0.000m

土圧力が最大となるのは、
の =55.17° のとき P=18.079 kN

である。

土圧力

W o sin(ω ―φ)
P=
cos(ω ― φ―α一 δ)

40.077× sin(55.17° -28.60° )

cos(55.17° -28,60° -0.000° -19,067° )

= 18.079 kN

このときの上圧力の水平成分、鉛直成分、作用位置は次のようになる。

水平成分

Ph=P・ cos(α +δ )= 18.079× cOs(0,000° +19.067° )=
鉛直成分

Pv=P,sin(α  tt δ)= 18,079 X sin(0.000° +19.067° )=
作用位置

HO=孝 =:弩 坐 =0,900血

x = xp……HO・ tan α = 2.200--0,900)(tanO.000°  == 2.200 m

y == yp+HO = o.00o+0.9oo == 0.900 m

・土圧図

17.087 kN

5.906 kN

[2]地震時

土圧は地震時慣性力を考慮した試行くさび法により求める。

仮想背!面の位置 (つま先からの距離)  xp= 2.200
yp=   0.000

仮想背面の高さ             H= 2.700
土圧作用面が鉛直面となす角度      α= o.o00
背面上砂の単位体積重量        γs= 15,800
背面上砂の内部摩擦角          φ= 28.600

m

m

m

kN/ma
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壁面摩擦角          δ =1/2φ =
地震時合成角   θ =ta∫lkh=tan 10.20=

すべり角の変化範囲          ωi=

14.300 
°

11.310°

10.00 
° -   80.00 °

すべり角 (ω )に対する土砂重量(V),土圧力 (P)

水位 hw=0.000m

土圧力が最大となるのは、

ω =44.00° のとき P=27.341 kN

である。

土圧力

W/cos θ・sin(ω 一φ+θ )
P=~~を
。s(ω 一φ―五ごδ)

59.687/cosll.310° X sin(44.0ば -28.60° +11.310° )

cos(44,00° -28.60° -0,000° -14.300° )

= 27,341 kN

このときの上圧力の水平成分、鉛直成分、作用位置は次のようになる。

本平成分

Ph=P・ cos(α  tt δ)=27.341× cos(0,000° キ14,300° )=
鉛直成分

Pv=P o sin(α +δ )=27.341× sin(0.000° +14.300° )=
作用位置

H。 =÷ =生
辞
l=0.900m

x = xp……HO・ tan α = 2.200--0.900)(tanO.000°  = 2.200 m

y = yp+Ho = 0.000+0.900 = 0。 900 m

・土圧図

受働土圧

(滑動に対する検討時に考慮します)

26.494 kN

6.753 kN

すべり角
てo(° )

土砂重量 W(kNl 土圧カ
P(kNl

水位以上 水位以下 止載荷重 合計

48.00 61,759 0.000 0 000 61.759 27.323

44.00 59.637 0.000 0.000 59,637 27.341

45,00 57.591 0.000 0,000 57.591 27.328
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[1]常時

土圧はクーロン式により求める。

仮想地表面までの高さ

水位面より上の高さ

水位面より下の高さ

土圧作用面が鉛直面となす角度

土砂の単位体積重量

土砂のせん断抵抗角

地表面が水平面となす角度

壁面摩擦角

受働土圧係数

H =

Hl=
H2=
α :=

γ S=

φ =
β =
δ =

1.160

1.160

0.000

0.000

19.600

39,900

0.000

0.000

m

m

m

kN/ぱ

cos2(φ +α )
K=

cos2 α .cos(α ~δ )・ 1-
S■ n φ+δ ),sin(φ tt β)

cos(α ― δ)・ cos(α ―β)

cos2(39.90°  +0.000° )

cos20,000°   ,cos(0.000°  -0.000°  )

1
×

sin(39・ 90° +0. °Sin 90° +0,000° )

1-―

)

cos(0.000°  -0,000° )・ cos(0.000°  -0.000° )

= 4.5780

土圧作用面の上端土圧

pl=q・ K=0,000× 45780=0.000 kN/m2

水位面での上圧

p2= K・ γs・ Hl+pl

= 4.5780)(19.600)(1.160+0,000

=104,085 kN/ぽ

土圧作用面の下端土圧
p3=p2= 104.085 kN/m2

水位以下の土圧カ

P2=上
2

水位以上の上圧力

阻=与・lpl+め 咄=与 X(α∞0+Ю4∝0× hお0=

●2+D朔 2=;× Q眈 ∝5+Ю生∝0× α∞0=

60.369 kN

0.000 kN

土圧カ

P == Pl+P2 == 60,369+0,000 = 60,369 kN

このときの上圧力の水平成分は次のようになる。

Ph=P・ cOs(α ―δ)=60.369 X cOs(0,000° -0,000° )=60.369 kN
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[2]地震時

土圧は物部・岡部の式により求める。

仮想地表面までの高さ

水位面より上の高さ

水位面より下の高さ

土圧作用面が鉛直面となす角度

土砂の単位体積重量

土砂のせん断抵抗角

地表面が水平面となす角度

壁面摩擦角

水位以上の地震時合成角

θ = tan・ kh = taA~10.20 = 11.310 
°

水位以上の受働土圧係数

H =

Hl=
H2=

α =

γ S=

φ =
β =
δ =

1.160

1.160

0,000

0.000

19.600

39.900

0.000

0.000

“

I

m

m

kN/m3

cos2(φ +α _θ )
K=

cos θ・ cosZ α・COS(α ― δ― θ)・
sin(φ +δ )。 sin(φ tt β―θ)

cos(α ―δ―θ)・ cos(α ―β)
1-―

|

cos2(39.90° +0.000° -11.310° )

cosll.310°   ・ cos20.0000 cos(0,000°  -0.000° -11,310° )

1

Sln +0. ・ sin(39,90° +0000° -11.310° )

1‐ ―

cos(0,000°  -0.000° -11.310° )。 cos(0.000°  -0.000° )

= 4.1323

ただし、φ tt β―θ<0の ときはsin(φ tt β―θ)=0と するけ

土圧作用面の上端土圧

pl=q・ K=0,000× 4.1323= 0,000 kN/ド

水位面での上圧

p2== K・  γs,Hl十 pl

= 4.1323× 19,600× 1,160+0,000

=93.952 kN/m2

土圧作用面の下端土圧

p3=p2=93,952 kN/m2

土圧カ

P = Pl+P2 = 54.492+0 000 = 54,492 kN

×

水位以上の上圧カ

H=;・ lpl+p21Щ =与 ×(α ∞0+螂 め X■
“

0=VL小 ″ 郎

水位以下の上圧カ

P2== 
与
。(p2+p3)・ H2 == ;× ( 93.952+ 93.952)×  0.000 ==  0,000 kN
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このときの上圧力の水平成分は次のようになる。

Ph=P,cOs(α ―δ)=54.492 X cos(0,000° -0,000° )=54.492 kN

2.4作用力の集計
(1)フーチング前面での作用力の集計

[1]常時

1

― ― ― J

「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

「

~~
I

I

L__

[2]地震時

項   目 鉛直力
NI(kN)

水平力
Hi(kN)

アーム長 回転モーメント(kN.皿 l

Xi(ml Yt(血 ) 皿〔=Nl・ Xi Mガ =H:・ Yi

自  重 64491 0.000 1.574 0.000 101.533 0.000

土  圧 5,906 17.087 2.200 0。 900 12.993 15,378

合  計 70.397 17.087 114.526 15 378

Ｆ
Ｉ
「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ

,

I

I

I

― ―
I

項  目 鉛直力
Ni(kN)

水平力
■1(kN)

アーム長 回転モーメント(kN hl

Xl(m) Yi(m) Lt=Ni・ Xi M,1=Hi・ Yl

自  重 64,491 12.898 1.574 1.150 101.533 14.836

土   圧 6.753 26.494 2.200 0.900 14.857 23.845

合  計 71.244 39,392 116.390 38.680

荷重状態 (水 位 ) 乱

(kN)

比
(kN)

血

(kN.m)

常時 70.397 17.087 99 148

地震時 71.244 39.392 77 709
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(2)フーチング中心での作用力の集計

回 転 モ ー メ ン ト

ここに、

フーチング土圧方向幅

■単位幅当り

■全幅 (10.000ml当 り

比 =胤     (kN)
Hc=H。     (kNl
Mc=胤 ・Bj/2.0-地 (kN.ml

BJ = 2.200 (ml

力

力

直

平

鉛

水

荷重状態 (水 位) Nε

(kN)

h
(kN)

眈

(kN. m)

常時 70.397 17,087 -21,711

地震時 71.244 39.392 0 659

荷重状態 (水 位) N`

(kNl

H。

lkN)

血

(Ⅲ劇ドにml

常時 703,974 170.870 …217.110

地震時 712.444 393.923 6 595
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2.5安定計算結果
2.5。 1転倒に姑する安定

d=Σ
Mr― Σ Mt

ΣV

ここに、

d

ΣMr

Σ Mt

ΣV

底版つま先から合力の作用点までの距離 (m)

底版つま先回りの抵抗モーメント(kN.m)

底版つま先回りの転倒モーメント(kN.ml

底版下面における全鉛直荷重 (kN)

)′

B
e=― 一d
2

ここに、

e :合力の作用点の底版中央からの偏心距離 (ml
B :底版幅(m),B=2.200

ea=B/n
ここに、

ea:許容偏心距離 (m)

n:安全率

2.5.2滑動に対する安定

Fs= 驀
V・ μ ttCB・ B'十 α・ Pp

ここに、

ΣV:底版下面における全鉛直荷重 (kNl
ΣH:底版下面における全水平荷重 (kN)
μ :底版と支持地盤の間の摩擦係数, μ=0.600
CB:底版と支持地盤の間の付着力 (kN/m2),cB=0.000
B':有効載荷幅 (ml,B'=B-2e
B:底版幅 (ml,B=2.200
e :偏心量 (m)
α :受働土圧Ppの有効率

Pp:擁壁前面の上による受働土圧合力の水平成分 (kN)

荷重状態 (水 位 ) 偏心量
e(ml

有効載荷幅
B'(血)

常時 -0,308 1.584

地震時 0,009 2.182

荷重状態 (水 位) ΣMr
(kN,m)

ΣMt
(l(N.ml

ΣV
(kN)

d
(m) (ml (ml

常時 114.526 15,378 70.397 1.408 0.308  ≦   0。 367

地震時 116.390 38.680 71.244 1 091 0 009  ≦   0.733
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荷重状態 (水 位 ) 瞥民蘇弄
水平荷重
ΣH(kN)

受働土圧
Po(kN)

有効率 安全率  必要安全率
F, R。

常時 70.397 17.087 60,369 0.500 4.238  ≧   1.500

地震時 71.244 39.392 54.492 0.500 1.777  ≧   1.200

2.5,3支持に対する照査

1)合力作用点が底版中央の底版幅1/3(ミ ドルサー ド)の中にある場合

ΣV

,1=下・

ΣV
q2=T・

1+全皇
B

6o
l―

一

B

:底版下面に作用する全鉛直荷重 (kN)

:底版幅 (Щ),B=2.290
:偏心量 (皿l

2)合力作用点が底版中央の底版幅2/3の 中にある場合

2Σ V
ql=3・

(B/2-e)

イこ

Ｖ

Ｂ

．　

ｅ

Σ

[1]常時

地盤反力の
作用幅 (nl

地盤反力
の形状

地盤反力度 (kNだ )

qmin qmax 許蓉値

2.200 台 形 5.084     58.913 ≦   400,000

０
∞
ド
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[2]地震時

地盤反力の
作用幅 (拉l

地盤反力
の形状

地盤反力度 (kN/ド )

qmin qmax 許容値

2.200 台 形 31.566     33 201 ≦   600.000

)
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3章 竪壁の設計

3.1竪壁基部の設計
3.1.1水位を考慮しないブロックデータ

(1)プ ロック割 り

(2)体積・重心

重心 XG=Σ (Vi・ Xi)/Σ Vi=
YG=Σ (Vi・ Yi)/Σ Vi=

0.536///

1.987/

1.532 =

1.532 =

0.350 (m)

1,296(ml

3,1,2躯体自重,任意荷重

(1)躯体自重

[1]常時

[2]地震時

作用位置

X = Xc――XG = 0.317--0,350

= -0.032m

ここに、

Xc :設計断面位置での竪壁前面から設計断面中心までの水平距離 (hl

位  置
V=γ
(kNl

V 作用位置
X (nl

躯体 (鉄筋) 24.500 ×   1.532 =   37.541 -0.032

区
分

計算式
幅 × 高さ X奥行

体積
Vi(ぱ )

重心位置 (ml

Vi・ Xi Vi・ Vi 備考
Xi Yi

1

2

と/2X0135×  2,700×  1.000
0.500×  2,700×   1,000

0
1

182
350
0 090
0。 385

0.

1,

900
350

0
0。

016
520

0.

1,

164
823

Σ 1 532 0.536 1 987

位 置
V= γ
(kN)

V 作用位置
X (ml

躯体 (鉄筋) 24.500 X   l.532 =   37.541 -0,032
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位  置 H = V ・ kh
(kN)

作用位置
Y (m)

躯体 (鉄筋) 37.541 × 0.200 == 7.508 1.296

作用位置

X == Xc――XG = 0.317--0.350

= -0,032 m

ここに、

Xc :設計断面位置での竪壁前面から設計断面中心までの水平距離 (m)

3.1.3土圧・水圧

α

δ

[1]常時

土圧は試行くさび法により求める。

仮想背面の位置 (断面中心からの距離)

仮想背面の高さ

土圧作用面が鉛直面となす角度

背面上砂の単位体積重量

背面上砂の内部摩字藤角

壁面摩擦角

すべり角の変化範囲

φ
R

ωP

xp=

yp=

H=

α =

γS=

φ =

δ =2/3φ =
ω l==

0.317

01000

2.200

0,000

15.800

28.600

19.067

10.00

m

m

m

kN/m3

80.00 
°

すべり角 (ω )に対する土砂重量(W),上圧力 (P)
水位 hw=0.Ooo m

土圧力が最大となるのは、

ω =55,00° のとき P=12.002 kN
である。

すべり角
ω (° )

土砂重量 V(kN)
土圧力
P(kN)水位以上 水位以下 上載荷重 合計

54,00 27.780 0.000 0,000 27.780 11.989

55.00 26,773 0.000 0.000 26.773 12.002

56.00 25.791 0,000 0.000 25,791 11.996
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土圧力

P=
W・ sin(ω ― φ)

とos(ω ― φ一α― δ)

26.773 X sin(55,00° -28.60° )

cos(55.00C-28.60°  -0000° -19,067° )

= 12,002 kN

このときの上圧力の水平成分、鉛直成分、作用位置は次のようになる。

水平成分

Ph=P a cos(α +δ )= 12.002 X cos(0,000° +19,067° )=
鉛直成分

Pv=P'sin(α tt δ)= 12 002 X sin(0000° +19,067° )=
作用位置

HO=き =望
埓
Щ =0,733m

x == Ho ・ tanてY― xp == 0.733 X tanO.000°  ―-0.317 == -0.317 m

y = yp+Ho = 0.000-卜 0,733 = 0.733 m

・土圧図

[2]地震時

土圧は地震時慣性力を考慮した試行くさび法により求める。

仮想背面の位置 (断面中心からの距離)  xp= 0,317m
yp=   0.000 m

仮想背面の高さ             H= 2.200m
土圧作用面が鉛直面となす角度      α= 0.000°
背面土砂の単位体積重量        γs= 15,800 kN/m3

背面上砂の内部摩擦角          ゆ= 28.600°

壁面摩擦角          δ =1/2φ = 14.300°
地震時合成角   θ =taだlkh=tan 10.20= ■ 310°
すべり角の変化範囲          ωi= 1000° ～ 80.00°

すべり角 (ω )に対する土砂重量 (W),土圧力 (P)

水位 hw=0,000m

すべり角
ω (° )

土砂重量 W(kN) 土圧力
P(kN)

水位以上 水位以下 上載荷重 合計

43.00 41 003 0.000 0,000 41.003 18.140

11.344 kN

3.921 kN
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すべり
ω (°

角
)

土砂重量 W(kNl
土圧力
P(kN)水位以上 水位以下 上栽荷重 合計

44,00 39,595 0.000 0,000 39.595 18.153

45.00 38.236 0.000 0,000 38.236 18,144

すべり角 (ω )に対する土砂重量 (W),上圧力 (P)
水位 hv=0,000m

土圧力が最大となるのは、

ω =44.00° のとき P=18.153 kN
である。

土圧力

P=
W/cos θ o sin(ω 一φ+θ )

COS(の ~φ ~α ~δ )

39.595/cOsll.310° ×sin(44.00° -28.60° +11.310° )

cos(44100°  -28.60° -01000° -14.300° )

= 18,153 kN

このときの上圧力の水平成分、鉛直成分、作用位置は次のようになる。

水平成分

Ph=P・ cOs(α +δ )=18.153 X cos(0.000° +14.300° )=
鉛直成分

Pv=P・ sin(α +δ )=18.153 X sin(0.000° +14.300° )=
作用位置

HO=昔 =笙
弩
坐 =0,733皿

x == Ho・ tan α――xp == o.733)く tanO.000°  ―い0.317 == -0.317 m

y=yp ttHO=o.ooo+0.733=0.733m

・土圧図

3.1.4断面力の集計

(偏心モーメント及び軸力を無視するため鉛直力は集計されません)

17.591 kN

4.484 kN

甘
∞
Ｗ

．寸
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[1]常時

項 目
Nl

(kN)

Hi

(kN)

Xl

(ml

Yl

(ml

M=Mi`+hl
(kN.皿 l

自  重 37.541 0.000 -0 032 0,000 0.000

土  圧 3,921 11 344 -0 317 0.733 8.315

合  計 0,000 11.344 8.315

※Xlは設計断面中心からの距離 (前面側に向かって十)、 Yiは設計断面からの高さ

[2]地震時

項 目
Nl

(kN)

Hl

(kN)

Xi

(ml

Yi

(ml

M=ほ1+h`
(kN.m)

自  重 37.541 7.508 -0.032 1.296 9,734

土  圧 4,484 17.591 -0,317 0,733 12.894

合  計 0.000 25 099 22.628

※Xiは設計断面中心からの距離 (前面側に向かつて+)、 Ylは設計断面からの高さ

3.1.5断面計算 (許容応力度法)

(1)鉄筋配置

前 面

い
Ｏ
Ｏ

背  面
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位
置
かぶ り
(c■l)

鉄
筋
径
楚昂甲 本

数
鉄筋量
(c∬ )

一剛
面

1

背
面

1 10,0 D16 1,986 4,00 7.944

2

単鉄筋

(2)最小鉄筋量の照査

Mc=Zc

引張側必要鉄筋量  1.616(cド )

(嚇
+鋤

ひび割れ曲げモーメン ト(N.Hun)

コンクリー ト部材の断面係数 (血
3),zc=b・ h2/6=67204.2X103

コンクリー トの曲げ引張強度 (N/1111■
2), σ bt=0.23o.k2/3

コンクリー トの設計基準強度 (N/1皿I12), 。ck=24.00
軸方向力 (N)

コンクリー ト都材の断面積 (ェl142),Ac=b・ h=635000.000
部材断面幅 (lttl)

部材断面高 (lluxl),h=635.000

荷重状態 (水 位)
使 用
鉄筋量
(cぱ )

M
×1.7
(kN.m)

皿

(にNm)

N
(kN)

最 小
鉄筋量
(c♂ )

常時 7.944 14.136  ≦   128.607 0 000 5.000

地震時 7 944 38.468  ≦   128,607 0 000 5.000

最小鉄筋量は,作用曲げモーメン トの1,7倍がひび割れ曲げモーメン トより
大きい場合  終局曲げモーメン ト=ひび割れ曲げモーメン トとなる鉄筋量 ,

5.0の中で大きい方とする。
小さい場合  5.0

(3)最大鉄筋量の照査

使用鉄筋量Asは、釣合鉄筋量Asb以下になることを照査する

ヨンクリー トの終局ひずみ

E cu = 0,0035

鉄筋の降伏ひずみ

σ sy

Es

中立軸位置

X=   じu ・d
E cu+こ sy

ヽ
帆

Ｚ
ｃ

こここ

鶴

σｃ

Ｎ

Ａ
ｃ
ｂ

ｈ

t
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yl区間 (0≦ [(y)≦ 0.002)の コンクリー トに生じる圧縮力

0.002
yと =―一一一 x

ε 8‖

働工卜0・ 86・σェ・A.「下絲.yl半コけ
y2区間 (0.002≦ ど(y)≦ E Cu)の コンクリー トに生 じる圧縮力

y2 = x ― yl

C2 = b ・0.85・  o ck・ y2

圧縮側鉄筋に生じる圧縮力 (di≦ x)

εi=A・ (x― di)

σェ=El・ EE(≦ 。Sy)

Scl=σ  si・ Asi

sl=Σ Sci

引張子員ll鉄筋に生じる引張力 (d」 >x)

εj=A・ (dj― x)

σ sJ=E」・ Es

St,= σ sj・ 氏J

S2=Σ Stj

軸力の釣合か ら

N = Cl + C2 + Sl ― α tS2

-N tt Cl + C2 + Sl

S2

釣合鉄筋量

Asb=α ・Σ氏,

ここに、

中立軸位置か らyの位置のひずみ

A=辛

E(y)=A・ y

AsL

σ sy

E`

d

b

σ ck

di

Asi

σ si

dJ

Asj

σ sJ

α

釣合い鉄筋量 (■la12)

鉄筋の降伏点 (N/血
2), σ sy=345.00

鉄筋のヤング係数 (N/田 血`
2),Es=200000

圧縮縁から最遠鉄筋までの距離 (mla),d=535.0

部材幅(llull),b=1000.0

コンクリー ト設計基準強度 (N/mm2), σ ek=24,00

圧縮縁からi段 目の圧縮側鉄筋までの距離 (Hul)

圧縮縁からi段 目の圧縮側鉄筋の断面積 (剛
2)

圧縮縁からi段 日の圧縮側鉄筋に生じる圧縮応力度 (N/mm2)

圧縮縁からj段 目の引張側鉄筋までの距離 (Hlm)

圧縮縁からj段 日の引張側鉄筋の断面積価め

圧縮縁からj段 目の引張側鉄筋に生じる引張応力度 (N/11tt12)
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荷重状態 (水 位) 氏
研

嵐L
(cぜ )

常時 7.944 ≦  171.544

地震時 7.944 ≦  171 544

(4)曲げ応力度の照査

(参考)

中立軸の算出

よりxを求める。

応力度の算出

ギ+午 卜徹―め)=α 0

M
σ

ここに、

借司
Xb
十n・ As―

`Ⅲ

…d)。 (h/2-d)
X2

(デ

d一 x
σ s==n

τ

X

ここに、

(5)せん断応力度の照査

x :コ ンクリー トの圧縮縁から中立軸までの距離 (mm)
L :部材断面の高さ(llull),h=635,000
b :部材断面幅 (HHl),b=10oO.ooo
d :部材の有効高 (lul)
As :引 張側鉄筋の全断面積 (血

2)

n :鉄筋とコンクリー トのヤング係数比,n=15,00
e :部材断面の図心軸から軸方向力の作用点までの距離 (mm)
σc:コ ンクリー トの曲げ圧縮応力度 (N/mm2)
os:鉄筋の引張応力度 (N/血颯2)

M !曲げモーメント(N.Hlコ R)

=詩 ≦曳1

τ節:コ ンクリー トの平均せん断応力度 (N/mm2)

Sh :せん断力 (N)
d :部材断面の有効高 (mll)
b :部材断面幅 (圧直l)
τn:割増しされた許容せん断応力度 (N/mm2)

荷重状態 (水 位) M
(kN 値)

N
(kNl

X

(cm)

圧縮応力度 (N/鰐 ) 引張応力度試員 )

計算値   許容値 計算値   許容値
常時 8,315 0.000 10 162 0.327  ≦三    8.000 20.888  ≦   180.000

地震時 22.628 0.000 10.162 0.889  こ三   12.000 56.843  ≦   270,000
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T al = Ce'Cpt e CN・  τ BI'

CN=1++

ここに、

τ al

Ce

Cpt

CN

比

(1≦ CN≦ 2)

:コ ンクリートのみでせん断力を負担する場合の許容せん断応力度 (N/m2)

:部材断面の有効高に関する補正係数
・引張ギ鉄舗院Ptに関する補下係教

:軸方向圧縮力による補正係数

:軸方向圧縮力によリコンクリートの応力度が部材引張縁で零となる

曲げモーメント(kN.m)

荷重状態 (水 位) せん断カ
Sh(kN)

有効高
d(cm)

せん断応力度 (ミ,試) 補正係数

計算値τ 許容値τn 許容値τヮ Ce Cpt CN

常時 11.344 53 500 0.021 こ≦    0,232      1.700 1 27 0.80 1,00

地震時 25,099 53.500 0.047 ≦    0.353      2.550 1.27 0.80 1.00
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4章 つま先版の設計

4.1照査位置 [1]の設計

付け根からの距離=0,000m

「

~~~~~

ヒ__

)

[単位 :=nh]

4.1.1水位を考慮しないブロックデータ

重心位置 XG=Σ (Vi・ Xi)/Σ Vi=0.612/0.783=0.783(m)

)

(1)躯体自重

1)ブロック割り

2)自重・重心

1

区
分 幅×許響毒く奥行

体積
Vi

(ざ )

重心位置
Xi
(ml

Vi・ Xi 備考

1 1.565× 0.500 X l.000 0,733 0,783 0.612

Σ 0.783 0 612
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4.1.2躯体自重,土砂重量,任意荷重,浮力 (揚圧力)による鉛直カ

(1)自 重による作用力

[1]常時、地震時

位 置
鉛直力
V=γ
(kNl

V
作用位置
Ｘ

０

躯体 24.500 X  O,783 ==     19。 171 0.782

413地 盤反力

鉛直力

作用位置

ここに

N=与 lql+の軋

x= 2・
ql+q2.

3・ (ql+q2)
L

[1]常時

■1

q2

L

1 100

・つ
=先
肛前而位置の触辮反力度 (kN/m2)

:つま先版設計位置の地盤反力度 (kN/m2)

:地盤反力作用幅 (m)

０
ド
０

地盤反力度 (kN/ぜ) 作用幅
L(Шl

鉛直カ
N(kNl

作用位置
X(m)

ql q2

5.084 43,376 1 565 -37,920 0.576
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[2]地震時

4.1.4断面力の集計

[1]常時

「
‥
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一　

　

　

一

一　

　

　

一

Ｆ

，
Ｉ
Ｌ

項   目
Ni

(kN)

Xl

(m)

M =Nl
(kN`

Xi

ml

自  重 -19,171 0.783 -15.002

地盤反力 37,920 0.576 21.857

合  計 18,749 6.855

付け根の断面力として竪壁基部の断面力 8,315 kN.mを 適用します。

地盤反力度 (kN/ぜ )
作用幅
L(m)

鉛直力
N(kN)

作用位置
X(1・)ql q2

33 201 32 038 1.565 -51 049 0.787
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[2]地震時

単鉄筋

「

~~~~~~~
1

t

L
1

―――」
Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

十

　

一

‐

A
|

|

項  目
Ni

(kN)

Xi

(m)

M=Nl・ Xl
(kN.皿 )

自  重 -19,171 0,783 -15,002

地盤反力 51.049 0 787 40 184

合  計 31.878 25,lR2

付け根の断面力として竪壁基部の断面力 22.628 kN.mを 適用します。

4.1.5断面計算 (許容応力度法)

(1)鉄筋配置

上  面

８

∞

目

[単位 imェxど ]

下 面

引張側必要鉄筋量  2.241(cm2)

位
置
かぶり
(cm)

鉄
筋
径

鉄筋面積
(c♂/本)

本
数
鉄筋量
(cぜ )

上

面

1

下

面

1 11.0 D16 1,986 4.00 7.944

2
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(2)最小鉄筋量の照査

硫=祭
(嚇
+鋤

ここに、

L :ひび割れ曲げモーメント(N.llHl)
ZG :コ ンクリー ト部材の断面係数 (血

3),zc=b・ h2/6=41666.7× 103
σ Ъt iコ ンクリー トの山げ引張強度 (N/11m2), σ bt=0.23 σcに2/3

σ ck:コ ンクリー トの設計基準強度 (N/tllm2), σ ok=24.00
N :軸方向力 (N)
A。  :コ ンクリー ト部材の断面積 (Hlコn2),Ac=b・ h=500000.000
b :部材断面幅 (mml
h :部材断面高 (血■l,h=500.000

荷重状態 (水 位 )
使 用
鉄筋量
(cぱ )

M
×1.7

血

(kN.皿 l(kN. m)

最 月ヽ
鉄筋量
(cぱ )

常時 7.944 14.186 ≦   79.737 5 000

地震時 7.944 38,468 ≦≦   79,737 5,000

最小鉄筋量は、作用曲げモーメントのと.7倍がひび割れ曲げモーメントより小さい場合は 5.0と 表示。
大きい場合は、終局曲げモーメント=ひび割れ曲げモーメントとなる鉄筋量と5,0の中で大きい方とする。

(3)最大鉄筋量の照査

使用鉄筋量Asは、釣合鉄筋量AsL以下になることを照査する

コンクリー トの終局ひずみ

E cu = 0.0035

鉄筋の降伏ひずみ

Ew=T

中立軸位置

X=  Cu ・d
E cu+ε  sy

中立軸位置からyの位置のひずみ

A= E cu+E sy
d

E(y)=A・ y

yl区間 (0≦ ε(y)≦ 0,002)の コンクリー トに生じる圧縮カ

yl = 0・
002 .x

t cu

∝=卜α85,σ .・ A.←下絲w19+司
y2区間 (0.002≦ E(y)≦ E Cu)の コンク リー トに生 じる圧縮力
y2 = x ― yl

C2 = b ・ 0.85, σ ck・ y2
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圧縮側鉄筋に生 じる圧縮力 (di≦ x)

こ1=A・ (x― di)

σ si=El・ Es(≦ σ sy)

Sci=σ  si・ Asi

sl=Σ Sci

引張側鉄筋に生 じる引張力 (dj>x)

εj=A・ (dJ― x)

σ sJ= Ej・ Es

Stj= σ oJ・ A9J

S2=Σ Stj

軸力の釣合か ら

N=Cl+C2+Sl― α・S2

-N + Cl + C2 + Sl
α  =

釣合鉄筋量

Asb=α ・ΣA筍

ここに、

As、  :

O sy・

Es:
d  :

b  :

σ ck:

di:

Asi:

σ si:

dJ:
Asj:

σ sJ ・

S2

釣合い鉄筋量 (11班 |と12)

鉄筋の降伏点 (N/mド), σ sy=345.00

鉄筋のヤング係数 (Nんだ),Es=200000
圧縮縁から最遠鉄筋までの距離 (Hl1 1),d=390.0

部材幅(耐 ,b=1000.0
コンクリート設計基準強度 (N/mm2), σ ck=24.00

圧縮縁から二段目の圧縮側鉄筋までの距離 (贈 lHl)

圧縮縁からi段 日の圧縮側鉄筋の断面積 (mm2)

圧縮縁からi段 目の圧縮側鉄筋に生じる圧縮応力度 (N/前
2)

圧縮縁からj段 目の引張側鉄筋までの距離 (鷺阻l)

圧縮縁からJ段 目の引張側鉄筋の断面積 (血
2)

圧縮縁からj段 目の引張側鉄筋に生じる引張応力度 (N/11ul12)

(4)曲げ応力度の照査

(参考)

中立軸の算出

舟午 卜徹―の)=α 0

荷重状態 (水 位 ) 嵐

(cド )

馬
∬

常時 7.944 ≦  125,051

地震時 7.944 ≦  125,051

よりxを求める。
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応力度の算出

M
σ c =

Xb

2 借―剖+n oAs・
(X~d)・ (h/2-d)

X

d―x
σ s = n・  σ c・

― X

ここに、

X

h

b

d

As

n

e

σ C

4.2照査位置 [2]の設計

付け根からの距離=0.250m

:コ ンクリートの圧縮縁から中立軸までの距離 (llull)

:部材断面の高さ(Hull),h=500,000
:部材断面幅 (岬),b=looo.000
:部材の有効高 (血)

:引 張側鉄筋の全断面積 (‖L■
2)

:鉄筋とコンクリー トのヤング係数比,n=15.00
:部材断面の図心軸から軸方向力の作用点までの距離 (■ull)

:コ ンクリートの曲げ圧縮応力度 (N/mmつ )

σs:鉄筋の引張応力度 (N/血吼2)

M :曲げモーメント(N,mla)

「
，
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

2

「

~~~
I

I

ヒ___
[単位 :mュn]

荷重状態 (水 位 ) M
(kN. m)

X
(cml

圧縮応力度 lN/m齢 引張応力度(N/耐 )

計算値   許容値 計算値   許容値
常時 8.315 8.521 0 540  ≦    8,000 28.950  ≦   180.000

地震時 22.628 8.521 1.468  ≦   12.000 78,782  ≦   270.000
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4.2.1水位を考慮しないブロックデータ

重心位置 XG=Σ (Vi・ Xl)/Σ Vi=0.432/0.658=0.658(ml

4.2.2躯体自重,土砂重量,任意荷重,浮力 (揚圧力)による鉛直力

(1)自重による作用カ

[1]常時、地震時

位  置
鉛直力
W=γ
(kNl

V
作用位置
X
(ml

躯体 24.500 X  O.658 =     16.109 0 657

4.2.3地盤反力

鉛直力

(1)躯体自重

1)ブロック割り

2)自重 ,重 Jい

作用位置

N=与 lql十の軋

X=瑞 軋

ヽ

ｑ

ｑ

Ｌ

こここ

つま先版前面位置の地盤反力度 (kN/ぎ )

つま先版設計位置の地盤反力度 (kN/m2)

地盤反力作用幅 (m)

区
分 幅X許暑義く奥行

体積
Vi

(ざ )

重心位置
Xi

(m)

Vi・ Xi 備考

1 1.315× 0.500×  1,000 Ot 658 0,658 0.432

Σ 0.658 0,432
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[1]常時

[2]地震時

4.2.4断面力の集計
[1]常時

０
∞
ヽ

)

９
６
０

一Ｆ
Ｉ
‐
，
‐
‐

地盤反力度 (kN/ご)
作用幅
L(m)

鉛直力
N(kN)

作用位置
X(虹lql q2

5,084 37.259 1 315 -27.841 0.491

地盤反力度 (kN/ば)
作用幅
L(m)

鉛直カ
N(kN)

作用位置
X(m)q2

33.201 32.224 1.315 -43.017 0,661

「 I

I

L
A ホ ハ

I

I

I

|

I

I

」

八
十
|

t

l

| |
‖、ミ

項 目
Nl

(kN)

Xi

(lll)

M=Nl,Xi
(kN.m)

自  重 -16.109
0。 658 -10 592

地盤反力 27.841 0.491 13.669
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項 目
Ｎｔ
耐

ｌ

ｍ

M 〓Ｎ
鰤
Xi

ml

合  計 11,732 3 077

[2]地震時

「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｒ
‥
１
‐
‐
‐

「

~~~~… …
1

1

L______
A
|

,

|

4.2.5断面計算 (許容応力度法)

(1)せん断応力度の照査

a>2.5dの 場合 Sh― S―τ
―tan θ

a≦ 2.5dの 場合 Sh=S
ここに、

Sh

d

d'

b

S

M

θ

a

部材断面の有効高の変化の影響を考慮したせん断力 (N)

フーチングの有効高で、柱あるいは壁前面及び背面の位置で求める (肛lm)

部材断面の有効高 (■ lln)

都材断面幅 (ェHl)

部材断面に作用するせん断力 (N)

部材断面に作用する曲げモーメント(N.lllm)

フーチング上面と水平面のなす角度, θ =0.000,tan θ =0.000

せん断スパン (脱'nl

項 目
NI

(kN)

Xt

(m)

M =Nt
(IN

Xi

m)

自  重 -16 109 0.658 -10 592

地盤反力 43.017 0.661 28.424

合  計 26.908 17.833

荷重状態 (水 位 )
有効高
d'

(cm)

せん断スパン
2.5・ d

(cm)

S

(klNl

M
(kN m)

M/d' ・tan θ
Sh

(kN)

常時 39 000 97.500  >    36.560 11.732 8315 0,000 11 732

地震時 39.000 97 500  )>    78 990 26 908 22 628 0.000 26 908
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)

Sh
≦ τ.

:コ ンクリー トの平均せん断応力度 (N/mm2)

:作用せん断力 (N)

:フーチングの有効高で、柱あるいは壁前面及び背面の位置で求める (■と■l

:部材断面の有効高 (Hl14)

:部材断面幅 (Hlla)

:部材断面に作用するせん断力 (N)

:割増しされた許容せん断応力度 (N/mm2)

τ al = Ce o Cpt・ Cdc・  τ al'

ここに、

τれ':コ ンクリー トのみでせん断力を負担する場合の許容せん断応力度 (N/mm2)
Ce i部材断面の有効高に関する補正係数
Cpt:引 張主鉄筋比Ptに関する補正係数
Cdc:せん断スパン比に関する補正係数

τ

b

ヽ

τ

Ｓ
ｈ

ｄ

♂

ｂ

Ｓ

τ

こここ

荷重状態 (水 位 ) せん断力
Sh(kN)

有効高
d'(cml

せん断応力度 (N/mn 補正係数

計算値τ 許容値τ。1 許容値τ」2 Ce Cpt Cdc

常時 11,732 39.000 0,030 ≦≦    1.205      1,700 1.35 0,90 4.30

地震時 26.908 391000 0,069 こ≦    0,669      2.550 1.35 0,90 1.57

サ
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構造計算

Ⅲ-1埋立地浸出水集水ピット
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|(▽ 21

193.0

Ⅲ-1埋立地浸出水集水ピッ ト

断面図

基礎改良地盤

平面図

計算モデル

頂版 :4辺固定スラブ

側壁 :水平方向ラーメン

底版 :4辺固定スラブ

※内水位は考慮しない。

195.00

0

埋戻土(覆土)

γ=15.8kN/m3
C=19.2kN/m2
φ=28.6°
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1章 設計条件

1.1-般事項
タイ トル :Ⅲ-1埋立地浸出水集水ピット

1.2設計対象

計算対象 : 常時

1.3形式

現場打ちマンホール

1.4形状寸法

弾

正面形状

1.5都材

鶉

側面形状

13.5

1.000

13,5

000

都材
番号

都材名称 タイプ

正面寸法

外径上縁
(m)

内径上縁
(m)

外径下縁
(m)

内径下縁
(m)

ハンチ
(ml

1 部材 1 矩形 4.500 0.000 4 500 0.000 0.000

2 部材2 矩形 4.500 3.300 4 500 3.300 0.000

3 部材3 矩形 4.500 0 000 4.500 0.000 0.000

部材
番号

都材名称 タイプ

側面寸法

外径上縁
(m)

内径上縁
(m)

外径下縁
(m)

内径下縁
(m)

ハンチ
(ml

1 部材 1 矩形 4.200 0.000 4.200 0.000 0.000

2 部材2 矩形 4.200 3,000 4 200 3.000 0.000

3 都材3 矩形 4.200 0,000 4.200 0.000 0.000

材
号
部
番

深度
(ml

都材高
(m)

部位
断面照査
有無

l 0.500 0.500 頂版 ○
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部材
番号

深度
(m)

部材高
(m)

都位
断面照査
有無

2 14 050 13.550 側 壁 ○

3 15.050 1.000 底版 O

1.6部材の解析モデル

1.7コ ンクリー ト材料

単位重量 γc 24.50(kN/m3)

1.8鉄筋材料

1.9許容値
常時の許容応力度

[1]常時 (割 り増し係数 :1,0)

浮力の検討に対する安全率 :1.200

1.10地下水位
地表面からの深 さH

単位重量

11.000(m)

10,0(kN/ma)

部材
番号
形状 部位 解析条件 備 考

1 矩形 頂版 4辺固定支持 建築学会

2 矩形 側壁 水平ラーメン解析

3 矩 形 底版 4辺固定支持 建築学会

部材
番号

材料名称 材料強度f'.
(N/鯖 )

ヤング係数Ec
×104
(N/mド )

1 24 24 0 2.500

2 24 24.0 2.500

3 24 24.0 2 500

部材
番号 材 質

材料強度fュ
(N/mm2)

ヤング係数Es
X10S
(N/証 )

1 SD345 345.0 2 000

2 SD345 345.0 2.000

3 SD345 345,0 2.000

都材
番号

RC(lN/耐 )

脚
(デ Ca

せん断
応力度
τ al

付着
応力度
τ Oa

引張応力度 σ sa

大気中 水 中

1 8.00 0.230 1.60 180 00 160 00

2 8,00 0.230 1.60 180.00 160.00

3 8,00 0.230 1.60 180.00 160.00
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1.11地盤条件
地盤条件

1.12荷重

載荷荷重

[1]常時

衝撃係数     :0.300
地表面荷重 (死荷重):0.0(ぶiミ)

(活荷重):10.0(kN/♂ )

土
層
番
号

深度
Z

(ml

層厚
h
(m)

単位重量
(大気中)

(kN/∫ )

単位重量
(水中)
γ '

(kN/∬ )

静止土圧
係数
K

鉛直土圧
係数
α

1 11.000 11,000 0.000 0.000 0,0000 0.0000

2 16.000 5.000 15.800 6.800 0.5000 1.0000

Case
No.

名  称 タイプ 載荷強度

2 群集荷重 群集荷重 5000(kN/ド )
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2章 常時の検討

2.1鉛直荷重
2.1,1躯体自重

(1)部材重量

2.1.2底版に作用す る水圧
Ww = γw。 (h ― hw)

=10.000× (15.050-11.000)

=40.50o(kN/m2)

ここに、

W¶「 :底 版に作用する水圧 (kN/m2)
γv:水 の単位重量 (kN/m3)
hv :地 下水位位置 (m)
h :地 表面から底版下面までの距離 (m)

部材
番号

部位 名称 面積×高さ×単位重量 重量
(kN)

1 頂版 部材 1 4.500× 4.200)(0.500)(24.500 231.525

累計Wcl 231.525

2 側壁 部材2 (4.500× 4.200-3.300× 3000)× 13.550× 24500 2987.775

累計Wc2 3219,300

3 底版 部材3 4 500× 4.200)(1.000× 24 500 463.050

累計 Vc 3682.350
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2.2水平荷重
2.2.1水平土圧、水圧

側壁部材に作用する水平荷重は以下により算出する。

(1)常時土圧

Ps=K。・Σ γt・ (h― hw)+K。・Σγ'・ httI

ここに、

Ps  :水平土圧 (kN/m2)
KO  :静上上圧係数
γt :上 の湿潤単位重量 (kN/m3)
γ
・ :上の水中単位重量 (郡/ぱ )

h  :層 厚 (m)
h、「 :水 中の層厚 (m)

(2)水圧

Pv = γw ・hw

ここに、

Pv

ツW

hw

:水圧 (kN/♂ )
:水の単位重量 =10.000(kN/m3)

:地下水位面からの距離 (m)

(3)活荷重による水平荷重

Pl=Q・ K。

ここに、

Pl :活荷重による水平土圧 (kN/m2)

Q :地表面載荷荷重 =10.000(kN/m2)
Q=Qd+Qェ

Qd i死荷重 =0.000(kN/ご )

Ql :活荷重 =10.000(kN/m2)
KO :静止土圧係数

2.2.2水平荷重の集計

Q

ll・ K。 Q・ K。

部材
番号
土層
番号
深さ
(m)
部位 位置

土の単位重量
γ(kヽ1/∬)

Ps
(l(N/♂ )

Pv
(kN/ギ )

Pl

(kN/ポ )

合計
(kN/ご )

1 1 0.250 頂版 中央 0.000 0 000 0.000 0.000 0.000

2 1 0.500 側壁 上端 0.000 0.000 0.000 0.000 0 000

2 1 11.000 側壁 水 0.000 0,000 0.000 0.000 0.000

2 2 14,050 側壁 下端 6.800 10.370 30.500 5.000 45 870

3 2 14.550 底版 中央 6.800 12,070 35 500 5 000 52 570
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2.3頂版の計算
2.3.1作用荷重

頂版部材に作用する鉛直荷重は以下により算出する。

阻 =∵ +恥

ここに、

Wl :頂版に作用する荷重 (kN/m2)
Wc :躯体自重 (kN)、 躯体 =頂版
Wu :土砂重量 (kN)
A :載 荷面積 (m2)=外径面積
P強 :活荷重による鉛直荷重 (kN/m2)

【部材番号 1(部材1)】
A ‐ 4.500× 4,200 = 18.900 (m2)

[1]常時

231.525 + 0.000
Wl = + 0.000

18,900

=12.250(kN/m2)
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2.3.2断面力の計算

【部材番号 1(部材1)】

[1]常時

等分布荷重を受ける4辺固定支持板として断面力を算出する。

M=α ・w'lx2

Q=α  oW・ lX
ここに、

M :曲げモーメント (kN.m)
Q :せん断力 (kN)
w :分布荷重 =12.250(kN/ド )
lx:短辺方向長さ =3.600(ml
ly:長辺方向長さ =3.900(m)
α :ly/1xよ り算出される係数

ly/1x = 1.083

1)曲げモーメント

短辺
方向

係数 α M(kN.m)

卜倣1 -0.0573 -9,102

は 2 0,0322 5,112

生

lx

>1ノ lX

ド^
苫
し
ヨ
小
―
―
―

（０
・φ
口
＼
や
Ｒヽ
】】
）
０
１

１2)せん断力

短辺
方向

係数α Q(kN)

Qxl 0 4636 20,446

長辺
方向

係数α Q(kN)

Qyl 0 4466 19.697

（ｋ
「＞
）０キ

ー

(ν =0)

長辺
方向

係数 α M(kN.m)

Myl -0.0536 -8.510

My2 0,0277 4.398

My2max 0,0167 2.651

| !)″十
~

/

定
二

〓韮
〓
“/ 一↑

一
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3)せん断照査位置のせん断力

照査位置のせん断力は以下により算出する。

Q=け÷鞄十の

照査位置のせん断力 (kNl

始端でのせん断力 (kN)

終端でのせん断力 (kN)

スパン長 (m)

せん断照査位置 (m)

短辺方向

照査位置 X=0‐ 550(m)

Q=20.446-0・
550×
(20.446+20.446)

= 14.199 (kN)

長辺方向

照査位置 X=0.550(m)

Q抑折―モ|モ帯幹;承n697+19制
= 14.141 (kN)

ア」

・
・

・
・

・
・

・
・

‥

こ

Ｑ

Ｑ
ｌ

Ｑ
２

」

Ｘ

こ
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2.3.3断面照査

【部材番号 1(部材 1)】 〈前後方向〉

地表面からの深度 0.000～ 0.500(ml

形状図の単位:mm 主鉄筋 (上面 )

主鉄筋 (下面)

8

段
かぶり
(■Hl)

ピッチ
(mml
鉄筋径 本数

鉄筋量
(耐)

1 100.00 250.0 D19 4.000 1146.000

段
カ削
耐

ピンチ
(mml
鉄筋径 本数

鉄筋量
(証 )

1 100.00 250.0 D19 4 000 1146.000
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記号 単位 端部 中央部 h/2,点

曲げモーメント

軸力

せん断力

M kN.m -9.1022 5,1121 -9 1022

N kN

V kN 14 1988

部材幅

都材高

有効幅

有効高

B nttll 1000.0 1000,0 1000.0

H H題 ll 500.0 500.0 500.0

bw Hurl 1000,0 1000.0 1000,0

d
“

H4 400.0 400.0 400.0

主鉄筋    鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 紺

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

As 耐 0,00 0 00 0.00

最小鉄筋量 0.0020・ B・ d

軸方向鉄筋量

0.008 ,N・  103/σ ca

判定

Ashin 耐 800 00 800.00

As' だ 2292.00 2292.00 2292.00

Asnin 耐

○ ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X lェull 101.3184 101,3184 101.3184

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck く(員 24.0 24.0 24.0

fyk N/証 345.0 345.0 345 0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/耐 0.4905 0.2755

σ ca N/面 8 0000 8.0000

O 〇

鉄筋引張応力度

鉄筋許本引張応力度

判定

σ N/厨 21.6889 12.1811

σ ,a N/鯖 180.0000 180.0000

O ○

餅唇簡憲褒寒宏是轟省暑勅蕃称箆
最大せん断応力度

許容せん断応力度

判定

」 0.916

τ N/耐 0 0388

τ。1 N/耐 0 2300

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

To N/縦 0.1615

τ oJ N/耐 1 6000

O
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【部材番号 1(部材1)】 く左右方向〉

地表面からの深度 0.000～ 0.500(m)

形状図の単位:mm 主鉄筋 (上面 )

主鉄筋 (下面)

段
かぶ り
(m」nl

ピッチ
(mm)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(麹田随F)

1 100.00 250.0 D19 4.000 1146.000

段
かぶり
(m)

ピッチ
(皿伍)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(耐 )

1 100.00 250.0 D19 4.000 1146.000
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記号 単位 端部 中央部 h/2州<

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN m -8.5095 4 3977 -8.5095

N kN

V kN 14 1411

部材幅

都材高

有効幅

有効高

B Hun 1000.0 1000 0 1000.0

H 五亡ll 500.0 500.0 500.0

bw ■url 1000.0 1000.0 1000,0

d 比直l 400.0 400.0 400.0

主鉄筋    鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D19× 4.00
1146.00

D19× 4,00
1146.00

D19)(4,00
1146 00

As' 諾 0 00 0.00 0.00

最小鉄筋量 00020・ B・ d

軸方向鉄筋量

0.008・ N・ 103/σ ca

判定

As嶺〔。 だ 800 00 800.00

As 耐 2292,00 2292.00 2292.00

Asni。 だ

〇 O

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X :とull 101.3184 101.3184 101.3184

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck NI( 24 0 24 0 24.0

fyk N/縦 345 0 345.0 345 0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/耐 0.4585 0.2370

σ cュ N/浦 8.0000 8.0000

〇 ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/耐 20 2766 10.4788

σ
`a
N/耐 180.0000 180,0000

○ O

拿唇哲ほ褒宅宏是轟む暑勅蕎称髭
最大せん断応力度

許容せん断応力度

判定

」 0.916

τ N/証 0.0386

τ。1 【ヽ/耐 0,2300

〇

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ o N/耐 0 1609

τ oa N/置 1.6000

○

129



2.4底版の計算
2.4.1作用荷重

底版部材に作用する地盤反力度は以下により算出する。

鴨 =」生上
;i」

些±十‰

:底版に作用する地盤反力度 (kN/m2)
:躯体自重 (kN)、 躯体 =頂版 +中床版 キ側壁
:土砂重量 (kN)
:載荷面積 (m2)=外径面積
:活荷重による鉛直荷重 (kN/m2)

【部材番号 3(部材3)】

A=4.500X4.200=18,900(m2)

[1]常時

3219.300 + 0.000
W3= + 0.000

18.900

=170,333(kN/m2)

底版の断面力算出には、地盤反力度と水圧の大きいほうを用いる。

[1]常時

地盤反力度 170.833(kN/m2)≧ 水圧 40.500(kN/m2)

底版の断面力算出には、地盤反力度を用いる。

ここ

Ｗ３

Ｖｃ
陶

Ａ

Ｐ
ｖ‐

こ
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2.4.2断面力の計算

【都材番号 3(部材3)】

[1]常時

等分布荷重を受ける4辺固定支持板として断面力を算出する。

M=α ・ w・ lx2
Q=α ・ w・ lx
ここに、

M :曲げモーメント (kN.m)
Q :せん断力 (kN)
w :分布荷重 =170333(kN/m2)
とx:短辺方向長さ =3.600(m)
ly:長辺方向長さ =3.900(m)
α :ly/1xよ り算出される係数
ly/1x = 1.083

1)曲 げモーメン ト

短辺
方向

係数 α M(kN.m)

Mxl -0 0573 -126 564

卜Ix2 0.0322 71.082

長辺
方向

係数 α M(kN m)

Myl -0.0536 -118.323

My2 0,0277 61.148

My2max 0 0167 36.866

2)せん断力

短辺
方向

係数α Q(kN)

Qxl 0 4636 284 300

長辺
方向 係数 α Q(kNl

Qyl 0,4466 273.876

Mxl

θx

Qyl

lx

―
―>ly/1X

金

，
ｘ
「
じ

〓
↑
―
―
―

ρ

↓ぐ
寸
‘※
「し

兵
―

―

―
（Ｘ
【＞
）弔

―

(ッ ‐ 0)

χ

/

/ /

/

ク
　
一
／
弦
″

一
一

十
一
／
一
一　

一
一

ｐ
〓

ｌ
二
定
こ

オ
一
一　
　
一
一
９
一
〓

一一　

一
二

一

一一　

一
二

一

/
／
　
　
一　
一　
シ／

一　
プ
′
一　

／

／

一　
ア

／
　
一　

一
／

一
一／
一

一
イ一
一

一

＜

一

一
　

一

〓
巡
　
一

一
一
一

麹

一　
一　
一

盛

一
一　
一

一
一
一

一

一
一
一
一

131



3)せん断照査位置のせん断カ

照査位置のせん断力は以下により算出する。

Q=G一寺砲十け
に 、

:照査位置のせん断力 (kN)
:始端でのせん断力 (kN)
:終端でのせん断力 (kNl
:スパン長 (m)
:ヒ子ん断照査位置 (m)

短辺方向

照査位置 X=0,800(m)

Q = 284.300 - 0・
800 x (284.300+284.300)

= 157.944 (kN)

長辺方向

照査位置 X=0.800(m)

Q = 273.876 - 0・
800 
× (273.876+273.876)

= 161.516 (kN)

こ

Ｑ

Ｑ
ｌ

Ｑ
２

」

Ｘ

こ
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2.4.3断面照査

【部材番号 3(部材3)】 く前後方向〉
地表面からの深度 14.050～ 15.050(m)

形状国の単位:mm 主鉄筋 (上面)

主鉄筋 (下面)

段
力ヽ ぶり
(mコ鳳)

ピッチ
(mml
鉄筋径 本数

鉄筋量
(耐 )

1 110.00 250.0 D25 4.000 2026.800

段
かソぶり
(耐
ピッチ
(llull)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(耐 )

1 110.00 250.0 D25 4.000 2026.800
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記号 単位 端都 中央部 h/2′黒

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN.m -126.5645 71.0821 -126.5645

N kN

V kN 157 9444

都材幅

部材高

有効幅

有効高

B Hull 1000.0 1000.0 1000.0

II

“

lin 1000.0 1000.0 1000.0

bv Hull 1000.0 1000.0 1000,0

d ェuュ 1 890.0 890.0 890,0

主鉄筋    鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 厨

D25× 4,00
2026.80

D25× 4.00
2026.80

D25× 4.00
2026 80

As 鯖 0.00 0.00 0.00

最小鉄筋量 00020・ B・ d

軸方向鉄筋量

0.008・ N・ 101/σ  ca

判定

As口 in 謂 1780.00 1780,00

As だ 4053.60 4053.60 4053.60

Asmln 厭

○ O

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X llurl 204.2236 204.2236 204.2236

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/mr 24.0 24,0 240

fyk N/縦 345.0 345 0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/鯨 1.5083 0.8471

σ ca N/謂 8.0000 8,0000

○ ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/鯖 75.9718 42.6679

σ si N/縦 160.0000 160.0000

O ○

餅岳簡な窪写佑是躍書暑訊蕃称壺
最大せん断応力度

許容せん断応力度

判定

」 0。 924

τ N/耐 0 1922

τ。1 N/縦 0,2300

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリート許容付着応力度

判定

τ o N/紆 0 6005

τ oJ N/耐 1 6000

O
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〔部材番号 3(部材3)】 〈左右方向〉
地表面からの深度 14.050～ 15.050(m)

形状図の単位:mm 主鉄筋 (上面)

主鉄筋 (下面)
吾

段
カ劇
耐
ピッチ
(mml
鉄筋径 本数

鉄筋量
(試 )

1 110.00 250.0 D25 4.000 2026.800

段
カボ

ｍ

ピッチ
(血m)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(耐 )

1 110.00 250.0 D25 4.000 2026.800
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端部 中央都 h/2,点

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN.m -118,3231 61 1483 -118.3231

N kN

V kN 161.5164

部材幅

都材高

有効幅

有効高

B ればll 1000.0 1000.0 1000.0

H Hull 1000.0 1000.0 1000.0

bw 用llll 1000,0 1000.0 1000.0

d 工uFl 890,0 890.0 890,0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As だ

D25× 4.00
2026.80

D25× 4.00
2026.80

D25× 4.00
2026.80

As' 証 0.00 0 00 0,00

最小鉄筋量 00020・ Bod

軸方向鉄筋量

0008・ N・ 103/σ ca

判定

ヤング係数比

中立軸

Asdi、 蘇 1780.00 1780 00

As ∬ 4053.60 4053.60 4053.60

AsLiヽ 籠

○ O

n 15 15 15

X
“

はIl 204.2236 204,2236 204.2236

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'命k N/mm2 24.0 24,0 24 0

fyk N/証 345 0 345,0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/皿ぜ 1,4101 0,7287

σ ca V鯖 8.0000 8.0000

○ ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/耐 71 0248 36,7050

σ sa N/耐 160 0000 160,0000

○ ○

彿岳雹な奎ネ佑是贔ど暑勅蕎称箆
最大せん断応力度

許容せん断応力度

判定

」 0.924

τ N/耐 0.1965

τ al N/闘ド 0.2300

O

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

■ o N/謂 0.6141

τ

“

N/縦 1 6000

○
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2.5側壁の計算
2.51フ レームモデル

側面(左壁 )

正面
(前壁)

司

背面 モデル化
(後壁)一

側面(右壁)

[1]常時

2.5。 2断面力の計算
【部材番号 2(部材2)】

[1]常時

前壁

後壁

左壁

都材
番 号

部材名称 荷重p
(kN/ギ )

前後壁 左右壁

断面積
A(ぜ )

断面2次モーメン ト
I(∬ )

断面積
A(だ )

断面2次モーメン ト
I(♂ )

2 部材2 45,870 0.600 0.018000 0.600 0,018000

No 距離 (ml 位置 M(kN.m) S(kN) N(kN)

1 0 000 端 部 -54.012 89.447 82.566

2 0 600 h/2′点 -8.601 61.925 82.566

3 1 950 中央部 33.198 0.000 82.566

4 3.300 h/2′点 -8.601 -61.924 82.566

5 3,900 端都 -54.012 -89,446 82.566

No 距離 (m) 位置 M(kN.m) S(kN) N(にN)

1 0 000 端都 -54.012 89.447 82.566

2 0.600 h/2′点 -8 601 61.925 82.566

3 1,950 中央部 33.198 0.000 82.566

4 3 300 h/2′点 -8.601 -61.924 82.566

5 3 900 端部 -54,012 -89.446 82.566

No 距離 (m) 位置 M(kN.m) S(klN) N(kN)

1 0,000 端都 -54.012 82.566 89.447

2 0.600 h/2ダ黒 -12.729 55.044 89.447
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No 距離 lm) 位置 M(kN.m) S(kN) N(kN)

3 1,800 中央部 20.297 0.000 89。 447

4 3 000 h/2′点 -12.729 -55.044 89.447

5 3 600 端都 -54.012 -32 566 89 447

No 距離 (ml 位置 M(kN.m) S(kN) N(kN)

1 0.000 端部 -54.012 82.566 89.446

0.000 h/2デ氣 -12.729 55.044 89.446

3 1.800 中央部 20.297 0.000 89.446

4 3 000 h/2,ミ -12.729 -55.044 89 446

5 3 600 端部 -54.012 -32 566 89 446

右壁

曲げモーメント

-54 0

33.1

軸力

82.

せん断力

6」

〇

Ｏ
Ｏ
蛉
ヾ
ぐ
〇

．め』
Φ
ω

，〇
ミ

ぐ O
WO
Ol=う

89.44
61.9 924

198

ヾ

最大値 = -54.0121(kN.m)

∞
I

最大値 = 89.447(耐 )

012

-61

-89.

.925

447

I

‐

566

566

ω      OⅢ
∞      ∞

由

陽度 ,(

部

最大値 = 89.447(kN)
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2.5.3断面照査

【部材番号 2(部材2)】 〈前後壁 水平方向〉
地表面からの深度 0.500～ 14.050(m)

形状国の単位:mm

)'

主鉄筋 (外側 )

主鉄筋 (内側 )

段
力ヽ ぶり
(lnHl)

ピッチ

(mml
鉄筋径 本数

鉄筋量
(面 )

1 100,00 250.0 D19 4.000 1146.000

段
かぶ り
(ilHl)

ピ ッチ

(mm)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(置 )

1 100.00 250.0 D19 4.000 1146.000
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